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１ bB［QNC2系］　H17.12 ～

K3（1.3ℓ・ガソリン）／ 3SZ（1.5 ℓ・ガソリン）

◆◆ブローバイガス還元装置
1メターリングバルブの状態／2配管の損傷
構成図 PCV

（E/G前・右）

◆◆燃料蒸発ガス排出抑止装置
1配管等の損傷／2チャコールキャニスタの詰まり及び損傷／3 チェックバルブの機能
構成図

チャコールキャニスタ
（エンジンルーム内）

パージバルブ
（E/G後）

【チャコールキャニスタ点検】
　《目視点検》

大気ポート

タンクポート

パージポート

　①チャコールキャニスタにへこみ等の損傷がないか点検する。
　② マイティパックを接続し、チェックバルブの通気点検、気密点検

を行う。
　《点検要領》
　１ ．パージポートを塞ぎタンクポートに正圧 5.9kpa［0.05kgf·cm］

をかける。［基準］タンクポート～大気ポート間に通気があること。
　２ ．パージポートを塞ぎタンクポートに負圧 2.9kpa［0.03kgf·cm］
をかける。［基準］大気ポート～タンクポート間に通気があること。

　３ ．タンクポートを塞ぎパージポートに１kpa［0.01kgf·cm］の正
圧または負圧をかけエアを流す。［基準］圧力の上昇がない。
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◆◆一酸化炭素等発散防止装置
点検箇所 該当装置の有（○）、無（×）

1触媒反応方式等排出ガス減少装置の取付けの緩み及び損傷 ○

2二次空気供給装置の機能 ×

3排気ガス再循環装置（EGR）の機能 ×

4減速時排気ガス減少装置の機能 ○

5配管の損傷及び取付状態 ○

法定項目の判定基準値
注意：該当なし項目 ▶ディストリビュータ 

補機＆ベルト概要 ▶電動パワステ＆電動ファン、１本ベルト

点検箇所 判定基準
かじ取り装置 ハンドル 操作具合 ハンドルの遊び：０～30mm（ホイ－ル外周にて）

点検箇所 判定基準

制
動
装
置

ブレーキペダル
遊び 0.5 ～ 3mm
踏み込んだときの床板とのすき間 70mm以上（エンジンON、踏力294N）

駐車ブレーキ機構 踏みしろ ４～６ノッチ（操作力245N）

ブレーキドラム及び
ブレーキシュー

ライニングの摩耗 使用限度：1.0mm（厚さ）

ドラムの摩耗
QNC20/21使用限度：181.0mm（内径）
QNC25使用限度：201.0mm（内径）

ブレーキディスク及びパッド
ディスクの摩耗 使用限度：15.5mm（厚さ）
パッドの摩耗 使用限度：1.0mm（厚さ）

点検箇所 判定基準

走行装置 ホイール
ホイールナットの緩み ホイールナット締め付けトルク：103N･m

ホイールベアリングのがた
QNC20/21前後：0.05mm以下（軸方向）
QNC25前：0.05mm以下、後：0.9mm以下（軸方向）

２ MIRAI［JPD1 系］　H26.11 ～

4JM（電動機）

※すべて該当装置なし

法定項目の判定基準値
点検箇所 判定基準

かじ取り装置 ハンドル 操作具合 ハンドルの遊び：０～30mm（ホイ－ル外周にて）

点検箇所 判定基準

制
動
装
置

ブレーキペダル
遊び 1～6mm
踏み込んだときの床板とのすき間 84mm以上（READY ON、踏力196N）

駐車ブレーキ機構 踏みしろ 7～10ノッチ（踏力300N）

ブレーキディスク及びパッド
ディスクの摩耗 使用限度：前25mm／後10.5mm（厚さ）
パッドの摩耗 使用限度：前後1.0mm（厚さ）
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点検箇所 判定基準

走行装置 ホイール
ホイールナットの緩み ホイールナット締め付けトルク：103N･m
ホイールベアリングのがた 前後：0.05mm以下（軸方向）

点検箇所 判定基準

原動機
（電動機）用
電源装置

冷却装置
（FC冷却用）

ラジエータキャップSUB-ASSY開弁圧［kPa｛kgf/cm2｝］
基準値74～103｛0.8
～ 1.1｝

ラジエータキャップSUB-ASSY開弁圧［kPa｛kgf/cm2｝］限度値74｛0.8｝

冷却装置
（EV冷却用）

リザーブタンクキャップ開弁圧［kPa｛kgf/cm2｝］
基準値94～123｛1.0
～ 1.2｝

リザーブタンクキャップ開弁圧［kPa｛kgf/cm2｝］ 限度値94｛1.0｝

◆◆特殊な構造及び装置
1定期点検項目及び時期
〈シビアコンディション〉条件A：悪路（凸凹路、砂利道、雪道、未舗装路）、B：走行距離が多い、C：山道、登降
坂路の頻繁な走行、D：長時間のアイドリングまたは、多頻度の低速走行

点検整備項目

点検整備時期
（ヶ月毎）

走行キロ
毎の交換
（千 km）

年毎交換
（年）

備考
自家用乗用車
6 12 24

制
御
装
置

インバーター 冷却水交換（LLC）※1
80

［200］
4

［15］

［　］は第一回目
トヨタ純正スーパーロングライフ
クーラント

原
動
機
（
電
動
機
）
用
電
源
装
置

冷却装置
電動ファンモーター交換

無交換
「７」

「　」は条件D

イオン交換器交換 60
2

［３］
［　］は第一回目

エア供給装置

エア・クリーナー・エレ
メントの状態

◇ ◇条件A、B、C

エア・クリーナー・エレ
メントの交換
※ エレメントはフロン
トフード内。交換要領
は省略

50
「25」

「　」条件A、C

※１： インバータ冷却水交換要領については、弊社発行の「ハイブリッドカー整備マニュアルVOL.4（定価3,000
円、平成27年８月発行）」参照。

2電動ファンモーター交換
ファン側→ファンNo.2側→

①FCラジエータASSYを取り外す。
②クーリングファンモータ（コントローラツキ）を取り外す。
《ファン側》
①スクリュ 3本を外し、ファンをファンシュラウドから取り外す。
② スクリュ 5本を外し、クーリングファンモータ（コントローラツキ）をファン
シュラウドから取り外す。

《ファンNO.2 側》
①スクリュ 3本を外し、ファンNO.2 をファンシュラウドから取り外す。
② スクリュ 5本を外し、クーリングファンモータ（コントローラツキ）をファン
シュラウドから取り外す。

《注意》
※ クーリングファンモータ（コントローラツキ）を落下させたり、強い衝撃を
与えた場合は、新品に交換する。
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3イオン交換器交換（手順中では FCクーリングウォータイオンエクスチェンジャASSYと呼称）
《注意》
▪冷却液（トヨタ純正FCスタッククーラント、以下省略）は専用の冷却液である。
▪ 冷却液は再使用不可のため、補充時は必ず新品の冷却液を補充する。
▪ 冷却液の性能が低下するため、水道水およびバッテリ補充液などの冷却液以外は絶対に補充しない。
▪軍手など繊維が飛び散るものを使用して作業はしない。
▪油などを補充するのに使用した容器は、絶対に使用しない。
▪ 冷却液経路に異物混入防止のため、準備した容器を水道水で洗浄し、容器内の水分を拭き取ってから使用する。
▪ 冷却液経路への誤注入をした場合は、「冷却液経路への誤注入時の対処法（本書は省略）」に従い対処する。
▪  FCコントロールコンピュータは、IG OFF、駐車中にFCスタックの温度が０℃を下回ると判断した場合に、FC
エアコンプレッサ、水素ポンプ、FCクーリングウォータポンプを最大 180 秒間作動させ、FCスタックASSYの
排水を行う。IG OFF（IG ONしていない、またはREADY ONしていない状態）にて点検・修理作業を行う場合は、
補機バッテリマイナスターミナルを切り離してから作業を実施する。
▪切り離し時、FCクーリングウォータイオンエクスチェンジャASSYのポート部およびホース内面を損傷させない。
▪ 冷却液が熱い状態の時には、ラジエータキャップSUB-ASSYおよび FCラジエータASSYのドレンコックプラグ
を外したり、FCクーリングウォータポンプアウトレットホースNo.2およびFCクーリングウォータバルブインレッ
トホースNo.2 を切り離したりしない。
▪抜き取った冷却液は容量を測定するため、確実に回収する。
▪  FCクーリングウォータポンプアウトレットホースNo.2 を回したり傾けたりして押し込まない。
▪  FCウォータホースコネクタ内側のOリングが損傷したり脱落している場合は、FCウォータホースコネクタを交
換する。

構成図

①FCクーリングウォータイオン
　エクスチェンジャブラケット 
②FCクーリングウォータイオン
　エクスチェンジャASSY 
③クールエアインテークダクトシール
④FCクーリングウォータイオン
　エクスチェンジャアウトレットホース
⑤FCクーリングウォータイオンインレット
　ホース
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①サスペンションメンバ トゥー
　フロントクロスメンバ ブレース 
②フロントバンパアブソーバ LWR 
③フロントフロアカバー LH 
④フロントフロアカバー RH 
⑤モータアンダカバー NO.2

《手順》
①フロントバンパアブソーバLWRを取り外す。
②モータアンダカバーNO.2 を取り外す。
③フロントフロアカバーLHを取り外す。
④フロントフロアカバーRHを取り外す。
⑤サスペンションメンバトゥーフロントクロスメンバブレースを取り外す。
⑥冷却液を抜き取る。

①ラジエータキャップSUB-ASSY 
②FCラジエータASSYのドレンコックプラグ
③FCクーリングウォータポンプアウトレットホースNo.2 
④FCクーリングウォータバルブインレットホースNo.2 
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法定項目の判定基準値
注意：該当なし項目 ▶ディストリビュータ 

補機＆ベルト概要 ▶電動パワステ＆電動ファン、1本ベルト

点検箇所 判定基準
かじ取り装置 ハンドル 操作具合 ハンドルの遊び：０～30mm（ホイ－ル外周にて）

点検箇所 判定基準

制
動
装
置

ブレーキペダル

遊び 1～6mm

踏み込んだときの床板とのすき間

２ＷＤ　76mm以上（エンジン ON、踏力
300N）
4WD　77mm以上（エンジン ON、踏力
300N）

駐車ブレーキ機構 引きしろ
NCP110　6～9ノッチ（操作力200N）
NCP115　5～8ノッチ（操作力200N）

ブレーキドラム及び
ブレーキシュー

ライニングの摩耗 NCP110　使用限度：1.0mm（厚さ）
ドラムの摩耗 NCP110　使用限度：229.6mm（内径）

ブレーキディスク及びパッド

ディスクの摩耗 NCP110　使用限度：19.0mm（厚さ）
パッドの摩耗 NCP110　使用限度：1.0mm（厚さ）

ディスクの摩耗
NCP115　使用限度：前19mm、後7.5mm
（厚さ）

パッドの摩耗 NCP115　使用限度：前後1.0mm（厚さ）

点検箇所 判定基準

走行装置 ホイール
ホイールナットの緩み ホイールナット締め付けトルク：103N･m
ホイールベアリングのがた 前後：0.05mm以下（軸方向）

９ エスクァイアHV［ZWR8系］　H26.10 ～

2ZR（1.8ℓ・ガソリン）＋ 5JM（電動機）

◆◆ブローバイガス還元装置
1メターリングバルブの状態／2配管の損傷
構成図

PCV（E/G後・左） PCVホース

EGRバルブ（E/G後）

パージバルブ（E/G後・左）



37

参考 メーカー指定項目

MIRAI［JPD1 系、H26.11 ～］の例
1シビアコンディションの点検時期
▪シビアコンディション… 条件Ａ：悪路（凹凸路、砂利道、雪道、未舗装路）、Ｂ：走行距離が多い、Ｃ：山道、登

降坂路の頻繁な走行、Ｄ：長時間のアイドリングまたは、多頻度の低速走行

点検整備項目

点検整備時期 交換時期

備考

自家用乗用 走
行
キ
ロ
ご
と
交
換

（
千
キ
ロ
）

年
ご
と
交
換
（
年
）

6
カ
月
ご
と

12
カ
月
ご
と

24
カ
月
ご
と

か
じ
取
り
装
置

ギヤボックス 取付けの緩み ◇

ロッド及びアーム類
ボール・ジョイントのダストブーツ
の亀裂及び損傷

◇ ◇条件A、B、C

制
動
装
置

ブレーキペダル ブレーキホース交換 200 15
ホース及びパイプ 漏れ、損傷及び取付状態 ◇ ◇条件A、B、C

リザーバタンク ブレーキフルードの交換
２
［3］

［　］は第１回目

ブレーキ・ディスク
及びパッド

パッドの摩耗 ◇ ◇条件A、B、C
ディスクの摩耗及び損傷 ◇ ◇条件A、B、C

緩
衝
装
置
取付部及び連結部 緩み、がた及び損傷 ◇ ◇条件A、B、C

動
力
伝
達
装
置

トランスミッション
及びトランスファ

トランスアクスルフルード交換
無交換
「100」

「　」は条件A、C

プロペラシャフト及
びドライブシャフト

自在継手部のダストブーツの亀裂及
び損傷

◇ ◇条件A、B、C

ディファレンシャル
ディファレンシャルオイル交換（ト
ランスミッションと一体のものはト
ランスミッションの項で実施）

無交換
「100」

「　」は条件A、C

制
御
装
置
インバータ 冷却水（LLC）交換

80
［200］

4
［15］

［　］は第１回目
トヨタ純正スーパ
ーロングライフク
ーラント

原
動
機
（
電
動
機
）
用
電
源
装
置

冷却装置
電動ファンモーター交換

無交換
「７」

「　」条件D

イオン交換器交換 60
２
［３］

［　］は第１回目

エア供給装置

エアクリーナー・エレメントの状態 ◇ ◇条件A、B、C

エアクリーナー・エレメントの交換
50
「25」

「　」条件A、C
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